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今では 80年以上もの間、角永

一族は石川県で大きな製材所を

経営してきました。 

まだ若い頃、1946年に石川県で

生まれた角永和夫は、木の好き

なところがありました。 彼は大

人になり、父親や兄弟のような

製材業者になるとみなされてい

ました。 

彼はしませんでした。 

 

「代わりに私はアーティスト

になりました」と角永はにやに

や笑いながら説明しました。

「しかし、森から完全に逃げる

ことができませんでした。 それ

で、私は木の芸術家になりまし

た。」 1970年代初頭の最初の

展覧会以来、角永の木材、竹、

手作りの紙の作品は、日本中、

ヨーロッパ、米国本土で展示さ

れてきました。 今夜の午後 7時

から 9時までのレセプションか

ら始まり、アーティストの作品

は、ニュースビルのコンテンポ

ラリーアートセンターで初めて

ハワイで展示されます。  6つ

の大きな杉の丸太を含む 12の例

が 1月 2日まで展示されます。 

ギャラリーは、ニュースビルデ

ィングの 1階、605 Kapiolani 

Blvdにあります。 時間は午前 9

時から午後 5時までです。 

「これらの大きな丸太のいく

つかは、約 80年前のものです。

それは、私の家族が製材業に入

るのとほぼ同時に成長し始めた

ことを意味します。彼らは多く

の歴史を目の当たりにしていま

す。」 

通訳の角永を通して。 彼はよ

り伝統的な芸術形式で始めたと

説明しています。  彼はもとも 

ポーズをとる角永和夫 

現代の芸術センターに 

ある大きな挽き杉の丸太。 



 

と画家になりたいと思っていま

したが、「他の人はよりよく絵

を描く」ことを発見しました。 

同じ頃、彼は製材所を訪ねて

家にいて、彼の媒体が彼のため

に選ばれたことに気づきまし

た。  彼はログをスタジオに持

ち帰り、実験を始めました。 

「私が見つけたのは、木が私

の真のアーティストの個性を引

き出したからでした」と彼は言

います。  だれも他の人は私が

やりたかったのと同じことをし

ていて、それをやって幸せでし

た。」 

現代美術センターの展示品は、樹

皮が剥ぎ取られ、磨かれ、切り刻ま

れ、挽かれています。 真ん中あた

りのデザインでカットされているもの

もあれば、縦にスライスされて

いるものもあります。 現在のシ

ョーの 1つのログは、1/32イン

チのベニヤレイヤーで上から下

にカットされ、再び完全に接着

されます。 

「私が仕事で探しているのは、

特定の樹木の定義です。 

この樹木は他の樹木と何を共有

していますか？何が違うのです

か？すべての生物、植物や動物

には魂があります。 そして私の 

芸術は私の芸術を通して木の魂 

を明らかにしています。」 

 
 

角永は自分で木を摘みますが、

工場ですでに伐採された丸太は

決して摘み取りません。 代わり

に、彼は暖かい衣類に身を包 

 

み、冬の雪が地面に降る直前に

日本の山岳森林に行きます。 木

は切り倒され、彼のスタジオに

引き戻されます。 彼と半ダース

の非常勤のアシスタントが竹の

スクレーパーで樹皮を剥ぎ取り

ます。 

「この時期、木は自然の寒さか

ら保護されているため、木の表

面も非常に硬い。 木材が乾燥す

る前に、樹皮をすばやく剥ぎ取

ります。」 

実際のカービングも速く行わ

なければなりません。 そうでな

ければ、彼は木が割れるように

なると言います。 時々これらの

亀裂は彼の芸術に追加されます

が、より頻繁に作品は台無しに

されます。 

「視聴者は通常、より大きな

ログに興奮します」と角永は言

います。  「しかし、私にはそ

れらをすべて行うのは難しい。 

大小を問わず、すべての作品に

独自の問題があります。」 

角永は 10年以上彼の芸術を示

してきましたが、彼の家族は彼

が何をしているのかまだ理解し

ていないと説明しています。  

「私の父は、私の才能を使って

座って小さな木の仏像を彫った

ら、私をはるかに誇りに思うで

しょう」と彼は言います。 


